行う という こと 働く という こと は 器械 的で ある。 従 

属的 である。 それ 自身に 価値 を 有って いない 事で ある _ 

神経の 下等 中枢で 用の 足る 事で ある。 わたし は 人に お 

い て 最も 貴い もの は 想う こと 考える ことで あると 信じ 

ている。 想う こと は 最も 自由で あり、 また 最も 楽しい 

事で ある。 また 最も 賢く 優れた 事で ある。 想う とい 

う 能力に 由って 人 は 理解 もし、 設計 もし、 創造 もし、 

批判 もし、 反省 もし、 統一 もす る。 想うて 行えば こそ 

初めて 行う - J と 働く y J とに 意義 や 価値が 生ずる ので あ 

る。 人が 動物 や 器械と 異る点 は ， J の 想う y J との 能力 を 

有って いるから である。 また 文明 人と 野蛮人との 区別 



もこの 能力の 発達 不発 達に 比例す ると 思う。 

なぜ わたしが かような 解り 切 つ た 事 を 書き出し たか 

というと、 日本人に はま だ 考える という ことが.' 甚し 

く 欠けて いる。 特に 日本 婦人に は その 欠点が 著しく 感 

せられる。 わたし は それ を 警告して 自他の 反省 資料と 

したいの である。 例えば 現今の 男子 は 皆 金銭 を 欲して 

物質的の 利 を 得る ことに 努力して いる。 それが ために 

沢山の 営利事業が 起り、 幾多の 資本家 を 富ましめ、 多 

数の 労働者が 働いて はいるが、 さて 何故に 金銭 を 要す 

るかと いう 根本 問題に ついて 考えて いる 人 は 極めて 少 



との 区別 を 知った という 事で ある。 また 一 冊の 新刊 小 

説 を も 読む ， j となく して 現代 文学 を 排斥す る 官憲 ゃ教 

育 家の 多い こと は 現に 見受ける 所で ある。 また 山形県 

さかた ほん ま とど 

酒 田の 富豪 本 間 氏が その子 弟の 教育 を 小学 程度に 止め 

て それ 以上 を 学ばし めざるの みか、 氏 一家の 反対に 

由って 今な お 中学の 設置 を 酒 田 町に 見ざる 類の、 非 文 

明 的な 父兄 も 各地に 多い ので ある。 わたし はそう いう 

保守 頑冥な 階級 に対して は 唯 困った もの だと 思う のみ 

S がわ 

で 最早 どうしょう という 見込 も考 もない が、 願く ば 

新しい 思想 を 尊び 新し い 活動 を 実現し よ う とする 進歩 

き び 

主義の 人人の 驥尾に 従い、 胸の 鼓動 を それらの 人人の 



慈悲 を 掛けて 御世辞 半分に 言い出された 問題で ある。 

そうして- J の 問題 は 格別 婦人 側の 注意 を惹 かな か つ た。 

近頃 はまた この 問題の 反動と して、 多数の 男子 側から 

女子 実用 問題が 唱えられて 来た。 即ち 女子に 高等教育 

は 不必要 だ、 手芸 教育が 必要 だ、 女子 は 柔順に 教育し 

なければ ならぬ というの である。 女子に 高等教育 を授 

ける 弊害と して は、 折から 英国に 勢力 を 得て 来た 女子 

参政権 運動 を 例に 引いて いる。 女子 は 永久に 男子に 隸 

も つ ほか 

属すべき もの だ、 解放な ど は 以ての外 だとい う 権 幕で 

えがお ばっこ 

ある。 例の 保守的 思想が 時 を 得 顔に 跋扈す る ので ある 

からかよ うな 議論 は 毫も 驚く に 足らない わけで あるが、 



(『太陽』 一九 一 一年 一月) 
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